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１．目的 
 本研究は麻雀のオリンピック種目化という直近の

話題から、オリンピックビジネスの実態や企業とし

ての戦略を調査することでオリンピックが我々に与

える影響を明らかにすることである。 
 
２．方法 
１）調査時期：令和2年11月20日～令和3年1月

24日 
２）分析方法：文献調査によって、オリンピックに

おける IOCのビジネス戦略、麻雀のオリンピック

種目化の可能性などを調査し、オリンピックが

我々に与える問題点を考察した。 
 
３．結果と考察 
１）IOCのビジネス戦略 

IOC のビジネス戦略は増益とコストカットの併

用である。増益の戦略としては柔道着のカラー化な

どがある。コストカットの戦略としては近年オリン

ピックなどの国家プロジェクトの取り組みに採用さ

れる PPP 体制がある。石坂ら (2013) は、PPP 体

制が用いられた事業について関連事業が不首尾に終

わった際にコストを負担するのは税金であると指摘

している。またPPP 体制について阿部 (2020) は、

2020 年東京大会に向けての選手村開発中に東京都

が所有していた用地を三井不動産など 11 社グルー

プに周辺基準地価の 10 分の 1 という破格の値段で

譲渡する契約を結んでいたと指摘している。IOC の
コストカットの戦略とは公的負担によって出費を減

らし、税金をスポンサー企業に流して利益をもたら

し, スポンサー権の価値を上げるという増益の戦略

ともいえることが分かる。 
 
２）麻雀のオリンピック種目化の可能性 
日本の麻雀界がオリンピック種目化を目指すきっ

かけとなったのは 2018 年に日本で麻雀のプロリー

グである M リーグを開幕させたことである。M リ

ーグは、発足会見で麻雀のオリンピック正式種目化

を目標に掲げおり、スポンサーは株式会社電通など

大企業が名を連ね、中でもゲーム業界やインターネ

ット業界が多い。ここに IOCが注目する要素がある。

それは、eスポーツである。eスポーツに関するシン

ポジウムを開催するなど IOCは、オリンピックにe
スポーツを接近させており、Mリーグに名を連ねる

ゲーム業界の企業は、IOCがeスポーツと連携する

うえでのビジネスパートナーとして最も興味を持つ

であろう企業群である。また IOCのビジネスはマス

メディアと供にあり, 将来のマスメディアはインタ

ーネットであるため IOC はインターネットをビジ

ネスに取り込みたいはずである。これらのことから

IOC は、e スポーツとしての麻雀のオリンピック種

目化にビジネスチャンスを見出しているのである。 
 
４．結論 

IOCの商業主義は、PPP体制利用などで開催都市

の税金を莫大に吸い上げてゆく。我々一般市民は、

知らぬうちに高価な参加料を支払っているのである。

また、全ての人間にスポーツをする機会を与えるは

ずのオリンピックが、e スポーツというテクノロジ

ー頼みのスポーツに接近していることや阿部 
(2020)が指摘する、オリンピック開催後に用途なく

残る「白い巨象」による自然破壊など当事者になら

ない限り知らない問題は多い。そういった事実から

目を逸らされた我々一般市民は、4 年に 1度のスポ

ーツの祭典としてオリンピックを受け入れている。

数年後に麻雀はオリンピック種目になるだろう。そ

してその後も IOCは、新たなビジネスチャンスを見

つけだし協働する企業と供にオリンピックを維持し

ていくだろう。我々ができることはオリンピックの

負の「レガシー」をしっかりと見つめることである。 
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